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⑴
は
じ
め
に

　

２
０
１
５
年
に
肉
用
原
種
鶏
と
種
鶏
生

産
・
輸
出
国
の
英
国
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス

で
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
）
に
よ
り
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

業
界
は
世
界
的
に
種
鶏
供
給
不
足
で
混
乱

し
た
。
２
０
１
６
年
末
に
は
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
が

韓
国
で
猛
威
を
振
る
い
、
国
内
に
お
い
て

も
執
筆
時
点
で
、
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
が
青
森
、
新

潟
、
北
海
道
、
宮
崎
で
発
生
し
て
い
る
。

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
は
ラ
オ
ス
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ミ
ャ

ン
マ
ー
で
も
発
生
し
て
お
り
、
鶏
肉
総
輸

入
量
の
約
30
％
（
２
０
１
５
年
の
鶏
肉
輸

入
量
９
・
６
万
ト
ン
、
前
年
比
53
％
増
）

を
占
め
る
タ
イ
に
お
け
る
発
生
も
危
惧
さ

れ
る
。Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
一
日
も
早
い
収
束
と
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
生
産
者
の
方
々
の
一
日

も
早
い
回
復
を
祈
っ
て
い
る
。

　

国
の
方
で
も
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
に
取
り
組
む
大

き
な
動
き
が
あ
っ
た
。
２
０
１
６
年
11
月

９
日
開
催
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会

議
が
獣
医
学
部
の
新
設
を
決
め
た
の
で
あ

る
。
こ
の
会
議
で
は
「
国
家
戦
略
特
区
に

お
け
る
追
加
の
規
制
改
革
事
項
（
案
）
に

つ
い
て
、
先
端
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

や
地
域
に
お
け
る
感
染
症
対
策
な
ど
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
獣
医
学
部
の
設

置
、
人
獣
共
通
感
染
症
を
始
め
、
家
畜
・

食
料
等
を
通
じ
た
感
染
症
の
発
生
が
国
際

的
に
拡
大
す
る
中
、
創
薬
プ
ロ
セ
ス
に
お

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
鶏
種
の
動
向

　

Ｓ
Ｇ
品
種
は
「
和
食
鶏
」
規
格
・
条
件
の
一
つ
に
な
る
か
？

㈱
イ
シ
イ
代
表
取
締
役
社
長
　
竹
内
正
博

け
る
多
様
な
実
験
動
物
を
用
い
た
先
端
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
の
推
進
や
、
地
域

で
の
感
染
症
に
係
る
水
際
対
策
な
ど
、
獣

医
師
が
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
分
野
に
お

け
る
具
体
的
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
現

在
、
広
域
的
に
獣
医
師
系
養
成
大
学
等
の

存
在
し
な
い
地
域
に
限
り
獣
医
学
部
の
新

設
を
可
能
と
す
る
た
め
の
関
係
制
度
の
改

正
を
、
直
ち
に
行
う
」（
出
所
：
平
成
28

年
11
月
９
日
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問

会
議
」
資
料
３
）
と
し
て
い
る
。

　

近
い
将
来
、
新
設
さ
れ
た
獣
医
学
部
の

教
員
数
十
人
と
卒
業
生
百
数
十
人
が
、
養

鶏
業
界
の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
（
Ａ
Ｗ
）
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
持
論
と
し
て
、
Ａ
Ｗ
は
基
本
的

に
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
防
疫
に
つ
な
が
り
、
Ｈ
Ｐ
Ａ

Ｉ
由
来
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

も
有
効
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。そ
し
て
、

Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
なSlow

er 
grow

ing

（
Ｓ
Ｇ
）
品
種
の
鶏
種
選
択
は
、

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
予
防
に
役
立
つ
と
も
考
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
Ａ
Ｗ
と
鶏

種
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
の
観
点
か
ら
話

題
を
提
供
し
た
い
。

⑵
第
４
回
国
際
獣
疫
事
務
局

（
Ｏ
Ｉ
Ｅ
）
Ａ
Ｗ
国
際
会
議

　

２
０
０
４
年
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ
本
部
が
あ
る
欧

州
の
フ
ラ
ン
ス
、
２
０
０
８
年
に
ア
フ
リ

カ
の
エ
ジ
プ
ト
、
２
０
１
２
年
に
ア
ジ
ア
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OPINION ブロイラーのアニマルウェルフェアと鶏種の動向

の
マ
レ
ー
シ
ア
に
続
い
て
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
第

４
回
Ａ
Ｗ
国
際
会
議
が
２
０
１
６
年
12
月

６
日
か
ら
８
日
ま
で
メ
キ
シ
コ
で
開
催
さ

れ
た
。
世
界
の
農
林
水
産
行
政
関
係
者
と

民
間
団
体
か
ら
約
４
０
０
名
が
集
ま
っ
た

国
際
会
議
に
お
け
る
筆
者
の
経
験
を
も
と

に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
い
。

　

は
じ
め
に
、
２
０
１
６
年
に
女
性
と
し

て
初
め
て
Ｏ
Ｉ
Ｅ
会
長
に
就
任
し
た
モ
ニ

カ
・
エ
ロ
イ
ト
（M

onique Eloit
）
博

士
（
写
真
１
）
が
あ
い
さ
つ
し
、
３
日
間

の
会
議
は
始
ま
っ
た
。
次
に
、
国
際
標
準

化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の
サ
ン
ド
リ
ン
・
エ

ス
ペ
イ
ラ
ッ
ク
（Sandrine Espeillac

）

事
務
局
長
（
写
真
１
）
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ

Ｓ 

３
４
７
０
０
に
つ
い
て
過
去
４
年
間

の
取
り
組
み
を
報
告
。「
２
０
１
７
年
と

２
０
１
８
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
技
術
仕
様
書
の
実

施
、
２
０
１
９
年
の
先
は
わ
か
ら
な
い
」

と
将
来
展
望
を
述
べ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｓ

３
４
７
０
０
の
内
容
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
管
理
：
食
品
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー

ン
内
の
諸
組
織
の
た
め
の
一
般
要
求
事
項

お
よ
び
指
針
の
技
術
仕
様
書
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
、
国
際
獣
疫
事
務
局
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
事
務
所
の
ケ
イ
ト
リ
ン
・
ホ
ー

リ
ー（Caitlin H

olley

）地
域
獣
医
官（
写

真
２
）
が
日
本
代
表
と
し
て
会
議
に
参
加

し
た
。
ホ
ー
リ
ー
獣
医
官
は
２
０
１
６
年

か
ら
３
年
間
勤
務
す
る
予
定
で
来
日
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

Ｏ
Ｉ
Ｅ
は
採
卵
鶏
Ａ
Ｗ
の
検
討
を
始
め

て
い
る
。
Ａ
Ｗ
と
採
卵
鶏
生
産
方
式
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
図
１
）
が
２
０
１
６
年
11
月

に
第
１
回
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
で
検
討
が

始
ま
り
、
２
０
１
８
年
５
月
開
催
の
Ｏ
Ｉ

Ｅ
総
会
で
採
決
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

と
、
委
員
の
一
人
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。
日
本
の
学
者
も
委
員
で
あ
る
た

め
、
国
内
の
採
卵
業
界
関
係
者
の
意
見
も

反
映
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
一
番
の
関
心

事
は
、
採
卵
鶏
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
・
Ａ
Ｗ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
（
止
ま
り
木
・

砂
場
・
巣
箱
等
の
設
置
）
の
要
素
を
含
む

か
ど
う
か
で
あ
る
。

　

下
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
、
第
４
回
Ｏ
Ｉ

Ｅ
・
Ａ
Ｗ
国
際
会
議
に
関
す
る
写
真
・
動

画
・
プ
レ
ゼ
ン
・
要
旨
等
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
関
心
の
あ
る
読
者
は
目
を
通

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

P
hotos

：w
w
w
.oie.int/fl ickr

M
ovies

：w
w
w
.oie.int/youtube

P
resentations &

 A
bstracts

：

http://w
w
w
.oie.int/eng/anim

al-

w
elfare-conf2016/presrec.htm

l

⑶
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
鶏
種
選
択
に
関
す
る

Ａ
Ｗ
対
応

　

現
在
、
Ａ
Ｗ
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ

合
意
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
加
盟

国
は
２
国
間
交
渉
の
当
事
者
を
ア
シ
ス
ト

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
使
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
２
０
０
４

年
６
月
開
催
の
第
72
回
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
採

択
さ
れ
た
決
議
「
Ａ
Ｗ
の
た
め
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ

指
針
原
則
」
は
重
要
で
あ
り
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の

Ａ
Ｗ
指
針
原
則
の
１
項
目
は
「
動
物
の
健

康
と
Ａ
Ｗ
の
間
に
は
重
大
な
関
連
性
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

　

以
来
、
２
０
０
５
年
に
Ａ
Ｗ
畜
産
の
海

写真１　左の Espeillac 事務局長と右から二番目の
Eloit 会長

写真２　左から麻布大学の大木教授、Caitlin Holley
獣医官、筆者

図１　OIEで検討中の豚・爬虫類・採卵鶏AWガイド
ライン（出所OIE）
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上
輸
送
・
陸
上
輸
送
・
空
路
輸
送
・
食
用

屠
殺
・
伝
染
防
止
用
屠
殺
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

章
の
追
加
に
続
い
て
、２
０
１
２
年
に「
Ａ

Ｗ
と
肉
用
牛
生
産
シ
ス
テ
ム
」
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
、
２
０
１
３
年
に
「
Ａ
Ｗ
と
ブ
ロ
イ

ラ
ー
生
産
シ
ス
テ
ム
」
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

２
０
１
５
年
に
「
Ａ
Ｗ
と
乳
用
牛
生
産
シ

ス
テ
ム
」
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
２
０
１
６
年

に
「
使
役
ウ
マ
類
（
ウ
マ
、ロ
バ
を
含
む
）

の
福
祉
」
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
採
択
さ
れ
て

い
る
。
２
０
１
６
年
に
は
「
災
害
緊
急
時

対
応
」
と
「
Ａ
Ｗ
と
豚
生
産
シ
ス
テ
ム
」

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
が
公
示
さ
れ
た
後
に
、

11
月
に
第
１
回
「
Ａ
Ｗ
と
採
卵
鶏
生
産
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
Ａ
Ｗ
は
育
種
に
深
く
関

係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
２
０
１
３

年
の
第
81
回
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
に
お
い
て
、
第

７
章
10
の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生

産
方
式
規
約
に
関
す
る
新
規
章
に
つ
い
て

は
「
系
統
の
選
抜
に
あ
た
っ
て
生
産
性
だ

け
で
な
く
、
Ａ
Ｗ
や
健
康
状
態
も
考
慮
す

べ
き
」
と
の
記
載
に
つ
い
て
『
検
討
中
』

を
付
し
た
上
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
米
国
が
修
正
を
提
案
す
る
意

向
を
表
明
し
た
一
方
、
Ｅ
Ｕ
は
自
ら
の
意

見
が
反
映
さ
れ
た
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら

こ
れ
を
変
更
し
な
い
よ
う
主
張
し
た
。
そ

の
結
果
、
こ
の
部
分
は
引
き
続
き
検
討
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
米
国
が
修
正
案
を
提

出
し
た
背
景
に
は
、
米
国
に
あ
る
育
種
会

社
が
世
界
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
育
種
を
主
導
し

て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

⑷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た

鶏
種
の
世
界
的
流
れ

　

欧
州
・
米
国
・
豪
州
に
お
い
て
、
育
種

会
社
は
日
増
体
も
考
慮
し
た
系
統
の
選
抜

を
行
っ
て
き
て
い
る
。
日
増
体
を
減
少
す

る
鶏
種
を
取
り
入
れ
た
３
カ
国
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
い
。

⑷
‐
⒈
オ
ラ
ン
ダ
の
流
れ

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
ブ

ロ
イ
ラ
ー
普
及
は
世
界
一
進
ん
で
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
国
内
消
費

鶏
肉
に
は
、Slow

er grow
ing

（
Ｓ
Ｇ
）

品
種
の
鶏
種
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
２
０
１
３
年
に
小
売

業
界
（
Ｃ
Ｂ
Ｌ
）、
食
鳥
協
会
、
生
産
者

団
体（
Ｎ
Ｏ
Ｐ
＆
Ｎ
Ｖ
Ｐ
）、処
理
団
体
が
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
日
増
体
50
グ
ラ
ム
以

下
の
Ｓ
Ｇ
品
種
を
使
用
す
る
こ
と
に
合
意

し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
推
定
年
間
処
理
羽
数

４
・
５
億
羽
の
鶏
肉
は
、
輸
出
に
約
70
％

と
国
内
消
費
に
約
30
％
（
１
・
４
億
羽
）

が
向
け
ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
し
て
、

国
内
消
費
鶏
肉
は
Ｓ
Ｇ
品
種
の
鶏
種
を
使

い
、
輸
出
鶏
肉
はFaster grow

ing

（
Ｆ

Ｇ
）
品
種
の
鶏
種
を
使
っ
て
、
国
内
生
産

者
は
持
続
可
能
な
差
別
化
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の

生
産
を
行
っ
て
い
る
。
一
般
的
な
ブ
ロ
イ

ラ
ー
と
比
べ
て
、
Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
ブ
ロ

イ
ラ
ー
生
産
コ
ス
ト
は
12
％
高
い
（
売

値
は
25
％
高
）
と
聞
い
て
い
る
。
つ
ま

り
、
生
産
者
と
ス
ー
パ
ー
も
Ａ
Ｗ
に
配
慮

し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
・
流
通
で
利
益
を

上
げ
て
い
る
。
筆
者
が
訪
問
し
た
２
０
１

６
年
９
月
21
日
に
、
オ
ラ
ン
ダ
市
場
占
有

率
30
％
の
最
大
手
ス
ー
パ
ー
Ａ
Ｈ
社
（
世

界
に
８
０
０
０
店
舗
を
展
開
す
る
ド
イ
ツ

資
本
、
写
真
３
）
は
、
す
べ
て
の
鶏
肉
に

Ｓ
Ｇ
品
種
の
鶏
種
を
使
い
、D

e nieuw
e 

A
H
 K
ip

＝
新
Ａ
Ｈ
チ
キ
ン
と
ベ
タ
ー
・

レ
ー
ベ
ン
チ
キ
ン
（
写
真
４
）
を
銘
柄
鶏

と
し
て
販
売
し
て
い
た
。

　

Ａ
Ｈ
社
の
鶏
種
基
準
は
表
１
の
通
り
で

あ
る
。
一
般
ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
左
）
と
比
較

し
て
、
Ｓ
Ｇ
品
種
の
鶏
種
（
中
央
と
右
）

は
日
増
体
、
出
荷
日
齢
、
収
容
密
度
に
お

い
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

⑷
‐
⒉
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
流
れ

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
世
界
的
に
ブ
ロ
イ

写真３　オランダで視察したAH店舗

写真４　AH店舗で販売されている Slower growing
鶏肉
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ラ
ー
の
Ａ
Ｗ
に
関
し
て
は
進
ん
だ
国
と
考

え
ら
れ
る
。
推
定
年
間
ブ
ロ
イ
ラ
ー
処

理
羽
数
６
億
羽
の
60
％
（
３
・
６
億
羽
）

は
、
５
年
前
に
始
ま
っ
た
英
国
動
物
虐
待

防
止
協
会
（
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
支
部
に
よ
る
Ａ
Ｗ
認
証
を
受
け

て
い
る
。RSPCA

 approved farm
ing 

schem
e standard 

基
準
は
欧
州
で
用
い

ら
れ
るRSPCA

 w
elfare standards 

for chickens 

基
準
と
少
し
異
な
り
、
Ｒ

Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
の
主
な
Ａ
Ｗ
飼
育
条
件
（
写
真

５
）
は
、
坪
当
た
り
生
鳥
重
量
１
１
２
・

２
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
止
ま
り
木
と
つ
つ
き
対

象
物
（
チ
ェ
ー
ン
な
ど
）
の
設
置
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
鶏
種
選

択
は
Ａ
Ｗ
条
件
に
な
く
、
一
般
的
な
Ｆ
Ｇ

品
種
の
鶏
種
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
が
訪
問
し
た
２
０
１
６
年
11
月
25

日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ベ
ン
テ
ィ
ゴ
町

に
あ
る
業
界
２
位
の
大
手
ス
ー
パ
ー
（
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
、
写
真
６
）
で
、
Ａ
Ｗ
認
証
鶏

肉
（
写
真
７
）
が
販
売
さ
れ
て
い
た
。
次

の
課
題
は
オ
ラ
ン
ダ
と
同
様
、
Ｓ
Ｇ
品
種

の
鶏
種
選
択
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑷
‐
⒊
米
国
の
流
れ

　

米
国
の
一
部
企
業
で
は
鶏
種
の
変
更
に

動
き
始
め
た
。
過
去
に
２
０
１
１
年
よ
り

大
手
自
然
食
品
店
の
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
マ
ー

写真５　オーストラリアRSPCAの AW飼育条件

生鳥重量 112.2kg/ 坪　  止まり木 つつき対象物（チェーン）

表1　オランダにおける鶏種基準の比較（2016年6月育種会社資料）
タイプ 現行のブロイラー チキンオブトモロー ベターレーベン

タイプ （単位） 現行のブロイラー チキンオブトモロー ベターレーベン

日増体（Dｇ） ｇ 80-85ｇ/日 最大50ｇ/日 42ｇ/日前後

基準の出荷日齢 日 － 基準なし 56日以上+運動場

実質出荷日齢 日 35-42日 49日 56日

最大収容密度 （㎏/m2） 42 38 25

（゙坪重量） ㎏ 138.8 125.8 82.6

実質収容密度 （羽/m2） 21 15 10.5

（゙坪当たり収容羽数） （羽/坪） 69.4 49.6 34.7
フロアーステージ － 麦わらの束+穀物 麦わらの束+穀物

昼夜の感覚 6時間以上の暗期 6時間以上の暗期 20ルクス以上の自然光

処理方法 電気+3段階CO2手法 電気+3段階CO2手法 3段階CO2手法

+1回に8時間以上の暗期

窓の設置 ウインドウレス なし

グローイング グローイング グローイング

AH 一つ星
上記はスーパー名 58 日以上＋運動場

OPINION ブロイラーのアニマルウェルフェアと鶏種の動向
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用
す
る
も
の
で
あ
る
。
乳
製
品
、
牛
肉
、

羊
、
鶏
肉
等
は
英
国
産
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
コ
ー
ヒ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
砂
糖
等

は
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
す
る
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
フ
ー

ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
が
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
引
き

継
が
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
Ａ
Ｗ
も
ま
た

持
続
可
能
な
飼
育
方
法
の
一
部
と
し
て
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
Ａ
Ｗ
を
重
視
し
た
国
産
ブ

ロ
イ
ラ
ー
は
「
和
食
の
お
も
て
な
し
」
に

相
応
し
い
食
材
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

世
界
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
鶏
種
は
現
在
、
米

良
で
あ
る
。
中
で
も
、
長
期
飼
育
向
き
の

Ｓ
Ｇ
品
種
の
鶏
種
（
日
本
に
お
け
る
地
鶏

や
銘
柄
鶏
な
ど
）
選
択
が
新
た
に
追
加
さ

れ
た
。

　

自
然
食
品
を
志
向
す
る
米
国
消
費
者

は
、
Ａ
Ｗ
の
観
点
か
ら
、
35
日
間
で
２
・

５
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
成
長
す
る
現
在
の
ブ
ロ

イ
ラ
ー
の
飼
養
日
数
は
短
す
ぎ
る
と
感
じ

始
め
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
長

年
続
い
て
き
た
、
全
店
舗
で
販
売
す
る
鶏

肉
（
２
０
１
６
年
時
点
で
米
国
の
ブ
ロ
イ

ラ
ー
生
産
量
の
３
％
に
相
当
す
る
年
間

２
・
77
億
羽
）
は
、
成
長
の
早
い
Ｆ
Ｇ
品

種
か
ら
成
長
の
遅
い
Ｓ
Ｇ
品
種
の
鶏
種
に

ケ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｆ
Ｍ
）
の
全
店
舗
（
写
真

８
）
で
は
、
畜
産
物
に
関
す
るGlobal 

A
nim
al Partnership's

（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の

５
段
階
Ａ
Ｗ
基
準
と
情
報
（
写
真
９
）
を

消
費
者
に
提
供
し
て
き
た
。

　

２
０
１
６
年
３
月
17
日
に
衝
撃
的
な

ニ
ュ
ー
ス
が
米
国
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
業
界
を

揺
る
が
し
た
。
Ｗ
Ｆ
Ｍ
と
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
新
た

な
ブ
ロ
イ
ラ
ー
Ａ
Ｗ
基
準
を
採
用
す
る
と

公
表
し
た
の
だ
。
Ｗ
Ｆ
Ｍ
の
Ａ
Ｗ
追
加
基

準
と
は
、
⑴
通
常
ブ
ロ
イ
ラ
ー
よ
り
23
％

遅
い
増
体
の
鶏
種
選
択
、
⑵
通
常
ブ
ロ
イ

ラ
ー
よ
り
飼
育
密
度
を
25
％
減
少
、
⑶
自

然
光
の
取
入
れ
、
敷
料
と
止
ま
り
木
の
改 写真６　ベンティゴ町にあるCOLES店舗

写真８　米国ジョージア州のＷＦＭ店（2013 年）

写真７　COLES 店舗で販売されているAW 認証鶏肉

写真９　米国ノースカロライナ州のＷＦＭ店舗売場
（2011 年４月）

２
０
２
４
年
ま
で
に
切
り
替
わ
る
こ
と
に

な
る
。
今
後
は
こ
の
流
れ
に
追
随
す
る
量

販
店
も
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　
⑸
国
内
の
流
れ
と
今
後

　

２
０
１
２
年
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
実
行
委
員
会
は
フ
ー
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
を

採
択
し
た
。
フ
ー
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

期
間
中
に
、
選
手
と
訪
れ
る
１
４
０
０
万

人
の
観
光
客
に
提
供
す
る
食
品
に
関
し

て
、
食
材
調
達
方
法
や
生
産
方
法
に
つ
い

て
持
続
可
能
性
を
原
則
に
し
た
基
準
を
適
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国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
親
会
社
を
持

つ
育
種
会
社
３
社
が
独
占
的
に
肉
用
鶏
の

育
種
改
良
を
し
て
い
る
。
日
本
国
内
に
お

い
て
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
原
種
鶏
市
場
の
98
％

は
こ
れ
ら
海
外
の
育
種
会
社
か
ら
輸
入
さ

れ
て
い
る
。
原
種
鶏
市
場
の
２
％
は
国
内

で
都
道
府
県
と
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良

セ
ン
タ
ー
の
兵
庫
牧
場
で
し
か
育
種
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
世
界
的
な
流
れ
に
沿
う
と
、
成
長
速

度
が
一
般
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
よ
り
も
遅
い
、

国
産
鶏
種
に
明
か
り
が
差
し
て
き
た
と
言

え
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
、
改
め
て
国
産
鶏
種
の
検
討

が
進
ん
で
い
る
。
２
０
１
６
年
８
月
30
日

に
開
催
さ
れ
た
地
鶏
銘
柄
鶏
振
興
緊
急
対

策
事
業
の
第
１
回
銘
柄
鶏
規
格
検
討
委
員

会
に
配
布
さ
れ
た
資
料
に
は
、
事
業
目
的

が
「
和
食
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化

資
産
登
録
、
世
界
的
な
和
食
ブ
ー
ム
の
中

で
、
鶏
肉
輸
出
の
促
進
の
観
点
か
ら
も
、

和
食
に
不
可
欠
な
地
鶏
銘
柄
鶏
の
振
興
を

図
る
こ
と
は
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
に
、
地
鶏
銘
柄
鶏
の
振

興
を
図
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
主
な

事
業
内
容
は
「
銘
柄
鶏
の
新
た
な
規
格

設
定
の
検
討
」
で
、
そ
の
た
め
に
、
地
鶏

生
産
者
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
現
地

調
査
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
世
界
的
な
流
れ
を
受
け
て
、
こ

の
委
員
会
で
は
、Ｓ
Ｇ
品
種
が
「
和
食
鶏
」

の
条
件
の
一
つ
と
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

⑹
ま
と
め

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
業
界
で
は
世
界
的
に
、
Ａ

Ｗ
へ
の
取
り
組
み
は
特
別
飼
育
方
法
か

ら
、
Ｓ
Ｇ
品
種
の
鶏
種
選
択
と
い
う
新
た

な
段
階
に
移
っ
て
い
る
。
国
内
に
お
い
て

も
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
見
据
え
て
「
和
食
の
お
も
て
な
し
」

食
材
と
し
て
の
「
和
食
鶏
」
は
、
Ｓ
Ｇ
品

種
の
鶏
種
を
取
り
入
れ
る
時
期
が
来
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

OPINION ブロイラーのアニマルウェルフェアと鶏種の動向

衛生管理を徹底的に面白おかしく、時々お下品に分析する。
当たり前ではつまらないという、そんなわがままなあなたに。 

（税別）


